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                  辞

 京都大学演習林報告 も今回で第33号 を出版 ずる運 び 配なつた。・本号1磯は貴重な学術

論文が多数掲載 されているが,こ れは本年1Q月1&日 に第63回 の誕生 日を迎え られ る上

田教授 の多年の御功績を記念する意味でとくに同教授最近の研究成果を中心に、演習

林お よび林学科の教官 らにより執筆 された ものを収録 した次第 である。

 上田教授は京都大学農学部林学科 の第一回卒業生 であるが,卒 業 と同時に母校の演

習林に奉職 され,以 後34年 半の長 きにわたつてひたす ら演習林 ρ発展に尽捧 されると

ともに,余 暇をフルに利用 して研究に励 まれてきたのである。林業経営における指標

植物の重要性 に関す る研究,水 害防備林,林 木育種,竹 の研究等広い分野にわたつ

て,し か も深 い研究を行 なわれたが,と くに竹の研究については 日本の,し たがつて

世界の権威であ り,こ れに関する著書,論 文はつ とに学界においてきわめて高 く評価

されている。

 上田教授はす こぶ る御壮健であ り,こ ん後 もますます研究を続け られ,続 々とす ぐ

れた成果を世 に送 られるであろ う。われわれ後輩,門 下生 も教授を師表 と仰いで研究

に励むべ く,そ れが また教授に報ゆる何 よりの道 であると信 じる。

 本号の公刊にあたつて一言御挨拶を申し上げ る次第である。

    昭和三十六年十 月一 日

                 演 習 林 長 岡 崎 文 彬
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農学博士 上田弘一郎教授略歴

明治31年(1989)10月18日 京都府に生る

大正8年(1919)3月20日 京都府立農林学校卒業

大正9年(1920)9月 工日 東京帝国大学農学部実科に入学

大正12年(1923)3月20日 東京帝国大学農学部実科を卒業

大正13年(1924)4月10日 京都帝国大学農学部林学科に入学

昭和2年(1927)3月30日 京都帝国大学農学部林学科卒業

4月4日 京都帝国大学農学部附属演習林事務を嘱託せられ る

11月5日 京都帝国大学助手に任ぜ られ農学部勤務を命ぜ られ る

昭和5年(1930)6月10日 農学部附属樺太演習林勤務を命ぜられ る

6月25日 京都帝国大学助教授に任ぜ られ る

昭和10年(1935)9月30日 農学部附属樺太演習林勤務を免 じ

芦生演習林勤務を命ぜられる

昭和14年(1939)8月31日 農学部附属芦生演習林勤務を免 じ

台湾演習林勤務を命ぜられる

昭和19年(1944)1月25日 農学部附属台湾演習林勤務を免 じ
演習林本部勤務を命ぜられる

昭和21年(1946)4月1日 昭和21年 勅令第193号 により文部教官に

任ぜられ二級に叙せられる

9月17日 教員適格判定せられ る

昭和24年(1949)10月31日 京都大学教授に補せ られ農学部附属演習林勤務を命ぜられる

昭和25年(1950)4月12日 農学博士の学位を授けられる
4月 京都府開拓審議会委員を委嘱 され る

11月 日本林学会関西支部幹事に就任

昭和26年(1951)10月18日 島根県立農林学校非常勤講師を委嘱せ られ る

昭和27年(1952)6月6日 島根農科大学兼任教授に委嘱せられ る

昭和28年(1953)4月1日 京都大学院農学研究科の授業担当を命ぜられる

昭和29年(1954)4月 香川農科大学非常勤講師を委嘱せられ る

昭和31年(1956)4月1日 島根農科大学非常勤講師を委嘱せられ る

9月 内閣資源調査会専門委員を委嘱せられ る

昭和32年(1957)9月 滋賀県農林振興会農政顧問を委嘱せられる

昭和33年(1958)1月 京都府総合開発審議会専門委員を委嘱せられる

昭和34年(1959)2月4日 イソドへ出張を命ぜ られる
3月28日 帰 国

7月 静岡大学非常勤講師を委嘱せられる

昭和35年(1960)5月 日本林学会評議員に就任

5月 日本林学会関西支部長に就任

昭和35年(1960)11月 日本林業技術協会関西支部連合会顧問に就任

昭和36年(1961)'4月 大日本山林会評議員に就任1
6月14日 東及び西パキスタソ視察のため出発

7月5日 帰 国

7月 静岡大学非常勤講師を委嘱せられ る



上田弘一郎教授の主なる論文及び著書

スギ母 樹 の配置 状態 とその結 実に 関す る研究 農学聯合大会講演集1929年10月

ヤ ツバ キ ク ヒムシに よる被害 に つい て 樺太山林会報1931年11月

植 生型 よ り見た る樺太 天然 林 の研究 京都大学演習林報告N(転61933年10月

防 火帯 としての天 然林 樺太山林会報N(L211933年

種 子の天 然落 下に 関す る調 査 樺太山林会報No,221934年1月

エ ゾマ ツ,ト ドマ ツ,グ イ マ ツ稚樹 の上 長生 長 樺太山林会報N(λ251934年9月

落 雷に よる山火発 生 樺太山林会報N(λ291935年9月

樺 太 天然林 の更生 に 関す る研究 日本林学会誌VOI.18No.91936年9月

樺 太天 然林 伐採跡 地 の更 新状 態に 関す る調査

京都大学演習林報告No.121937年3月

規 那 樹 の造 林 方法 の改 変 台湾の山林1941年3月

タソニ ソの増産 台湾の山林1942年12月

ワッ トル の造 林 につ い て 台湾の山林1942年12月

台湾 に おけ る規 那 樹栽 培 の重 要性 南 洋1943年10月

造 林 の地持 方 法に つい て 大 日本山林会報1945年5月

森 林植生 型 の造林 学的 研 究(学 位論文)1949年

空 地利用 に つい て 日本通産新報1950年12月

災害 の復 旧 と復 興 同 上1951年1月

竹 林 の立 地 学的 研究(上 田 ・鈴木)第59回 日本林学会大会講演集1951年5月

竹林 の改 良NHK営 農林講座1952年12月

竹 の生理Y'関 す る研究(皿 報)

マ ダ ケ地 下 茎及 び タヶ ノ コの生長 素 につ いて

(上 田 ・斎藤)第62回 日本林学会大会講演集1953年4月

水害 防備 に役 立つ 竹林 とその仕 立 て方 山 林No.8331953年10月

富 民No.121953年12月

竹 林 の上手 な仕 立 て方NHK営 農林講座1953年12月

Paperpartitioncahromatographyに よる針 葉樹 及 び竹 の生 長素 と

生 長抑制 物 質の分 離 につ いて(上 田・斎藤)日 林・関西支部四国大会講演集1953年3月



竹林 の再 認 識 とその仕 立 て方 農 業 日本1954年6月

北桑 の進 むべ き途 ・北桑k害 誌1954年9月

適 地 の拡大 と生 長 の促進 防長林想No.201954年9月

P32に よ る樹竹 の養 分 吸収 と移 動 に関す る研 究(1～16報)

(上 田 ・真鍋)日 本林学会関西支部大会講演集第2号1952年10月

日本林学会大会講演集1954年 ～1961年

京 都 の 竹 林 日本林業技術協会関西支部1954年10月

ササ の開花 とその対 策 は や し ・1955年2月

マ ダケ地 下茎 の貯蔵 物 質 につ い て(上 田 ・鈴木)第64回 日本林学会講演集1955年4月

竹 林 は水 害 を防 ぐ グリーンエージ1955年9月

タケ ノ コの発 生時期 の遅 速 とそ の生育 に関 す る研究

(上田 橋゚本 渡゚辺)・ 本鮮 騨 辮 演集 騰 糊

人工 四 角竹のつ く り方 山 林N(:.:1956年9月

水害 防備 林 のつ よさにつ い て 保 安 林1957年8月

竹 林 の開 花枯 死 とそ の対策 農業及園芸1957年9月

竹 林 の施 肥試験(第 一 報)ネ ザサ の三要 素試験

(上 田 ・斎藤 ・上 田晋)日 本林学会関西支部大会講演集 第7号1957年10月

見 直 したい 竹林 の経 営 グリーソエージ1957年10月

タ ケの開花 枯死 とそ の恢 復促 進につ い て(第1報)(上 田 ・上 田晋)

第67回 日本林学会大会講演集1957年4月

森林防疫 ニユース1958年1月

サ サ の生理 ・生態 に関 す る考察(上 田 ・内村)京 都大学演習林報告 第27号1958年3月

イソ・ド竹 レー ヨソパル プ調査 報告(上 田・内村 ・上 田晋)

日本プラント協会1958年9月

林産 育 萬に お嫡 る電 熱利 用 関西配農業電化協会 ,1958年10月

竹 の先端 切 断⑳程 度 が葉 のつ き方Y'及 ぼす影 響(上 田 ・内村)

日本林学会関西支部大会講演集 第8号1958年10月

竹 林 の三 要 素試験(上 田 ・上 田晋)同 上 第28号1959年3月

特 用樹 経 営 の現 状 と課 題(竹)林 野庁調査課1959年4月

竹 類 の育種 に 関す る研究(上 田 ・稲森)京 都大学演習林報告 第29号1959年7月



母竹 の皆伐 が新 竹 の発生,生 長 お よび地下 茎の 伸長r一

及 ぼす影響(上 田 ・橋本 ・渡 辺)日 本林学会関西支部大会講演集第9号 、1959年10月

シベ レ リンの竹類 の生 長Y'及 ぼす影 響(上 田 ・小笠 原)

シベ・・脇 会研究集 灘1㌘

マ ダグ 林 に対す る各 種窒 素 肥効試 験(上 田 ・上田晋)

第68回 日本林学会大会講演集1958年4月

日本林学会関西支部大会講演集第8号1958年10月

京都大学演習林報告 第29号1960年7月

竹 資源 の活 用 と竹 材 の増産 につ い て 科学技術庁資源局資料 第28号ig60年2月

竹類 の生育 に及 ぼす珪 酸 の影 響Y'つ い て(上 田 ・上 田晋)

第70回 日本林学会大会講演集1960年4月

竹 林 の経 営 と利用 に関 す る二,三 の問 題 点 山 林No.9141960年7A

竹 の地下 茎 または桿 と枝 葉 の切断 が 竹 の

生 育 に及 ぼ す影響(上 田 ・内村)京 都大学演習林報告 第29号1960年7月

Studies°nthePhysi°1°gy°fBamb° ° 騨 欝 醜 縮 譜 灘塁 ・96・年・月

ReportonaStudyonImprovementinBambooPlantationinIndia

日本プラソ ト協会1961年4月

スギ の開花 結実(ス ギ の研究 中Y'分 担 執筆)養 賢 堂1950年11月

造 林 と地 床 植物 林業解説シ リーズNo.411952年

竹 と筍 の新 しい栽 培 博 友 社1953年9月

サ サ の生 態 とその 利用 林業解説シ リーズNo.941956年12月

水 害防備竹 林 産業図書株式会社1957年

外 国樹種 の植栽(早 期 育成林 業 中 に分 担 執筆)森 林資源対策協議会1958年

竹 の栽培 全国林業改良普及協会1959年

林 業 の相 談(竹 に関 す る内容 分担執 筆)家 の光協会1960年

竹 類(林 業 辞典 内 に分担執 筆)日 本林業技術協会1961年

B・mb・P°pular°'Scientifi。B°°k(1):Book(@)(英文)高 職 近刊
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